
住民協働事業審査会　講評

NO 団体名／事業名 関係課 講評

1

エコマリン大網/地域
への自然エネルギー
導入に向けた土台作
り

地域づくり課

・学習の機会が生み出されていることは望ましいと思われる。
　ただ、今後のプロセスが見通せないので、何を目指すのかロードマップを作る必要がある。
・一定の成果はあったものと考える。
　こうした事業は長く継続する中でスピンオフ企画的なものが出てくると思うので、長い目で見ていきたいと思う。
・自然エネルギー導入への熱意は伝わってくる。事業計画の内容が多岐にわたり、一つ一つの取り組みに対し
て、効果を上げているのか疑問が残る。
　もう少し焦点を絞り込んで内容に深まりのある実践を期待する。
・コロナ禍において、活動の縮小はやむを得ない面がある。その中で、地元農家や高校との連携につながったこ
とは評価できる。

2
日本語教室委員会/
日本語教室の運営

生涯学習課

・コロナ禍で開催が縮小されてしまったものの、オンライン開催を含め、できることを行ったと思われる。
・参加者による他の人への働きかけ、学校、地域との連携も模索してもらいたい。
・リモートを率先して実施してほしかった。
　外国人の方々は母国の家族、友人とwebコミュニケーションは当たり前だと思っている。
・在住外国人にとって、言語、文化、生活習慣等の異なる国で生活するということは、不安や心配も多いと思う
が、このような事業が実施されているということは、本当に有益であると思う。ボランティアの方々に感謝である。
・コロナ禍でオンラインも上手に活用できるといいと思う。
・行政提案型事業の限界か、実施回数や実施曜日、時間等が参加者の意向に沿っているのか、もう少し参加者
の要望等を聞いてもいいと思う。
例）東金市IVC日本語教室
毎週　（木）AM10：00～12：00
　　　　（金）PM　7：00～ 9：00
　　　　（土）AM10：00～12：00
※ネット検索「外国人向け日本語研修会（平成29年度計画）」参照
・大網白里市の年間回数が少ないと思った。
・成果報告書で、市が書いているとおり、日本語教室の開催は、行政が率先して行っていく必要のある事業でも
あるので、市民団体と協働で行っていくことは意義がある。
・プログラム、方法は工夫されている（対面、オンラインの意義がある）。
・活動をしてきた中で見える課題として、言葉を教えるだけでなく、コミュニケーションが大切であるという見方を
あげたことは大切だと思われた（生活に寄り添うこと、対面が大切であること）。

3
特定非営利活動法人
リンク/ひきこもり当事
者及び家族の支援

社会福祉課

・家族会という支援の組織化という点で前進していると感じられる。
・当事者に支援情報がどれくらい届いているのか。引き続き、ベースを広めてほしい。
・大網白里市として細々としてでも継続してほしい事業に育ってきたと思う。
・「8050問題」は、大きな問題として、人々に衝撃を与えている。
　「引きこもり」に対して、NPO法人に頼らざるを得ない状況である。
　引きこもりについてのノウハウを持ったリンクさんの実行力と行政のタイアップが効果を上げている。
・家族会の立ち上げ、サポーターの養成という今後の目標に向けて、尽力されることを望む。
・参加者の声などに表れているように、貴重な、有意義な活動となっている。コロナ禍でも工夫して開かれてい
る。
・ICTの活用も検討されているとのことで、今後の事業の中で進めていただきたい。


